
議 事 録

会 議 名 令和５年第４回設楽警察署協議会（定例会）

令和５年11月16日（木）

日 時 ・ 場 所
午後１時30分から午後３時30分までの間

設楽警察署第３会議室

１ 委員

山本 良 会長 髙井 豊 副会長

後藤 佳史 委員 夏目 敬子 委員

以上４名(定数６名)

出 席 者 ２ 警察署員

吉見署長 長島副署長 牧野会計課長

安藤生活安全課長 長屋刑事課長 磯貝交通課長

警備課長 警務課長代理

以上８名

３ 有識者等

なし

諮 問 事 項 等 交通事故抑止に向けた幹線道路対策

１ 視覚に訴える交通安全対策の推進

２ 高齢者の交通安全意識を向上させる施策の実施

答申等の概要

３ 二輪車に対する取締り強化

そ の 他 次回開催予定 令和６年２月15日（木）午後１時30分
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警務課長代理

１ 会長挨拶

２ 署長挨拶

３ 幹部紹介

４ 各種報告

(1) 犯罪発生状況（生活安全課長説明）

(2) 交通事故発生状況（交通課長説明）

５ 前回の答申に対する施策の推進状況（警備課長説明）

(1) 諮問事項

自然災害対策について設楽署に望むこと

(2) 答申事項

ア 自治体、警察、消防の連携強化

イ 災害発生時の緊急連絡先一覧の作成又は周知の徹底

ウ 警察官が地域の災害訓練に参加して指導教養を実施

(3) 施策の推進状況

ア 答申アに対する推進状況

(ｱ) 自治体の防災会議に出席し、防災担当者と災害発生時の連絡体制の

確認及び被害の情報共有を確認

(ｲ) 大災害時の遺体安置所を設定及び災害検討会の実施

(ｳ) 消防署と災害時の被害情報がタイムリーに把握できる関係を構築

(ｴ) 管内企業に対する合同防災訓練を実施

イ 答申イに対する推進状況

(ｱ) 防災担当者から緊急連絡先にあっては防災マップ・ハザードマップ
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警務課長代理

に記載されている旨の回答を得たことから、各自治体のホームページ

にも掲載を依頼

(ｲ) 駐在所ミニ広報誌、自治体広報紙、防犯講話及び各種イベントで広

報を実施

ウ 答申ウに対する推進状況

(ｱ) 駐在所員が防災訓練に参加した。参加できなかった自治体には来年

度の防災訓練の参加を打診した。

６ 諮問

(1) 諮問事項

交通事故抑止に向けた幹線道路対策

(2) 諮問事項の設定理由（交通課長）

愛知県では、５年ぶりに交通事故死亡数が全国ワーストになる勢いで、

交通死亡事故が多発している。当署管内の交通事故は人身事故、物損事故

共に昨年より減少傾向にあるが、国道を始めとする幹線道路では高齢者や

県外者等による事故が多数発生している。そのため、交通事故の抑止には

幹線道路対策が重要と考え、議題として設定した。

７ 協議

委員 ・ 説明を聞き地域住民以外の交通事故の発生が多いことが分かった。

・ 道路に掲げてある標語やのぼりを変えてみてはどうか。小学校で

標語を募集すれば、我々では思いつかない標語や言葉が出てくる。

宿題として出してもらえれば、家族で交通安全について考えるきっ

かけになるのではないか。
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警務課長代理

・ 交通安全の意識を変えるために交通安全協会の活動に携わる人を

増やせないか。当事者になれば交通安全に対する意識が変わる。

委員 ・ 地域性としてカーブが多くて見通しが悪い道路が多い。カーブは

バイクの運転では楽しいかもしれないが住民にとっては怖い。街中

ではスピードは出せないが、この地域に来れば出せると思ってほし

くない。最近では速度が速い自転車も増え、危険を感じるときがあ

る。

委員 ・ 高齢者への対策として子供と一緒に考える方法は良いと思う。

孫と一緒にできる交通安全に関するチェックカードみたいなものが

あれば良いと思う。

・ 最近は日暮れが早いので運転手も歩行者もお互いが気を付けなけ

ればいけない。配布してくれる反射材を子供は付けるが、高齢者が

付けていないことがある。タスキの反射材が大きくてよく目立つこ

とから高齢者に配ることはできないか。

委員 ・ 駐在所のたよりの半分位を使って、チェックカードを載せるのは

どうか。高齢者に反射材を配るだけでなく、着けてもらう呼び掛け

も必要だと思う。

委員 ・ 地域外からくる人のために、路面凍結箇所が分かるに看板をもっ

と設置できないか。スピード対策としては夜間に光る警察官の形を

した看板（ナイトポリス）を増やしたり、定期的に移動させたりす

れば効果があると思う。

委員 ・ 設楽署の入り口にしたらレンジャーのかかしが設置してあるが、
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記録者 警務課長代理

あれも効果があると思う。警察の形をしたかかしを制作して設置し

てはどうか。

委員 ・ 国道の横断歩道で夜間は歩行者が待っているのが見えづらい箇所

がある。横断歩道用の旗があるが、劣化が激しいので交換はできな

いか。歩行者には手を上げたり旗を使って意思表示してほしい。

「手を上げて渡りましょう。」等の啓発の看板は設置できないか。

８ 答申

(1) 視覚に訴える交通安全対策の推進

(2) 高齢者の交通安全意識を向上させる施策の実施

(3) 二輪車に対する取締り強化

９ その他

次回の開催予定は、令和６年２月15日とする。


